
（別記様式３－２）（事前審査用） 　　       　　　                　　  （用紙Ａ４）

主任（監理）技術者等の工事成績
                                            　     会社名　　　　　　　　　　　　　
（工事区分：一般土木）
	配置予定技術者の従事役職・氏名
	 　　　　　（フリガナ）

○○技術者　○○　○○　

	対　象　工　事
	平成２６～令和５年度に、元請けとして完成した、北海道開発局発注工事の工事区分「一般土木」工事。任意の１件とし、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理人として従事し、工期日数の「1/2」又は「12ヶ月」を超える日数を専任で配置された工事（ただし、専任での配置を要しない期間を含む工事の場合は、専任での配置を要する期間の「1/2」又は「12ヶ月」を超える日数を専任で配置された工事）のものに限る。

	工

事

の

経

験

の

概

要

	工事名
	○○工事

	
	発注機関名
	北海道開発局　○○開発建設部

	
	契約金額
	○○○，○○○千円

	
	工期
	平成○○年○月○日 ～ 平成○○年○月○日

	
	従事役職
	主任（監理）技術者

	
	従事期間
	平成○○年○月○日 ～ 平成○○年○月○日

	
	工事成績評定点
	○○点

	
	コリンズ登録の有無
	有（コリンズ登録番号○○○-○○○○-○○）・無


注１）担当した役割と技術的内容がわかる書類（工事成績評定通知書及び現場代理人等通知書（及び変更届）の写し等）を添付すること。
注２）主任技術者又は監理技術者を工期の途中で変更した工事の場合は、上記の配置期間の条件を確認できる資料（工程表等）も提出すること（工期の途中での変更のない場合は提出不要。）。
注３）従事役職の記載は、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理人のどちらかを記載する（ただし、単体として受注した工事で主任技術者を記載する場合は、監理技術者配置の必要のない工事に限る。）。
なお、共同企業体での成績実績の場合、監理技術者を配置した社以外の構成員の主任技術者についても評価対象とする。
注４）申請するすべての配置予定技術者について提出すること。ただし、共同企業体の場合は本文４に定める配置予定技術者のみ提出すること。
注５）対象期間中に出産・育児等の真にやむを得ない事情により休業を取得していた場合には、休業期間に相当する日数を対象期間に加えることができる。この場合、休業を証明できる書類を添付すること。
（別記様式３－２）（事前審査用） 　　       　　　                　　  （用紙Ａ４）

主任（監理）技術者等の工事成績
                                            　     会社名　　　　　　　　　　　　　
（工事区分　舗装）
	配置予定技術者の従事役職・氏名
	 　　　　　（フリガナ）

○○技術者　○○　○○　

	対　象　工　事
	平成２６～令和５年度に、元請けとして完成した、北海道開発局発注工事の工事区分「舗装」工事。任意の１件とし、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理人として従事し、工期日数の「1/2」又は「12ヶ月」を超える日数を専任で配置された工事（ただし、専任での配置を要しない期間を含む工事の場合は、専任での配置を要する期間の「1/2」又は「12ヶ月」を超える日数を専任で配置された工事）のものに限る。

	工

事

の

経

験

の

概

要

	工事名
	○○工事

	
	発注機関名
	北海道開発局　○○開発建設部

	
	契約金額
	○○○，○○○千円

	
	工期
	平成○○年○月○日 ～ 平成○○年○月○日

	
	従事役職
	主任（監理）技術者

	
	従事期間
	平成○○年○月○日 ～ 平成○○年○月○日

	
	工事成績評定点
	○○点

	
	コリンズ登録の有無
	有（コリンズ登録番号○○○-○○○○-○○）・無


注１）担当した役割と技術的内容がわかる書類（工事成績評定通知書及び現場代理人等通知書（及び変更届）の写し等）を添付すること。
注２）主任技術者又は監理技術者を工期の途中で変更した工事の場合は、上記の配置期間の条件を確認できる資料（工程表等）も提出すること（工期の途中での変更のない場合は提出不要。）。
注３）従事役職の記載は、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理人のどちらかを記載する（ただし、単体として受注した工事で主任技術者を記載する場合は、監理技術者配置の必要のない工事に限る。）。
なお、共同企業体での成績実績の場合、監理技術者を配置した社以外の構成員の主任技術者についても評価対象とする。
注４）申請するすべての配置予定技術者について提出すること。ただし、共同企業体の場合は本文４に定める配置予定技術者のみ提出すること。
注５）対象期間中に出産・育児等の真にやむを得ない事情により休業を取得していた場合には、休業期間に相当する日数を対象期間に加えることができる。この場合、休業を証明できる書類を添付すること。
（別記様式３－２）（事前審査用） 　　       　　　                　　  （用紙Ａ４）

主任（監理）技術者等の工事成績
                                            　     会社名　　　　　　　　　　　　　
（工事区分：維持）
	配置予定技術者の従事役職・氏名
	 　　　　　（フリガナ）

○○技術者　○○　○○　

	対　象　工　事
	平成２６～令和５年度に、元請けとして完成した、北海道開発局発注工事の工事区分「維持」工事。任意の１件とし、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理人として従事し、工期日数の「1/2」又は「12ヶ月」を超える日数を専任で配置された工事（ただし、専任での配置を要しない期間を含む工事の場合は、専任での配置を要する期間の「1/2」又は「12ヶ月」を超える日数を専任で配置された工事）のものに限る。

	工

事

の

経

験

の

概

要

	工事名
	○○工事

	
	発注機関名
	北海道開発局　○○開発建設部

	
	契約金額
	○○○，○○○千円

	
	工期
	平成○○年○月○日 ～ 平成○○年○月○日

	
	従事役職
	主任（監理）技術者

	
	従事期間
	平成○○年○月○日 ～ 平成○○年○月○日

	
	工事成績評定点
	○○点

	
	コリンズ登録の有無
	有（コリンズ登録番号○○○-○○○○-○○）・無


注１）担当した役割と技術的内容がわかる書類（工事成績評定通知書及び現場代理人等通知書（及び変更届）の写し等）を添付すること。
注２）主任技術者又は監理技術者を工期の途中で変更した工事の場合は、上記の配置期間の条件を確認できる資料（工程表等）も提出すること（工期の途中での変更のない場合は提出不要。）。
注３）従事役職の記載は、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理人のどちらかを記載する（ただし、単体として受注した工事で主任技術者を記載する場合は、監理技術者配置の必要のない工事に限る。）。
なお、共同企業体での成績実績の場合、監理技術者を配置した社以外の構成員の主任技術者についても評価対象とする。
注４）申請するすべての配置予定技術者について提出すること。ただし、共同企業体の場合は本文４に定める配置予定技術者のみ提出すること。
注５）対象期間中に出産・育児等の真にやむを得ない事情により休業を取得していた場合には、休業期間に相当する日数を対象期間に加えることができる。この場合、休業を証明できる書類を添付すること。

